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タ

イ

ト

ル:

『

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

３

５

チ

ャ

プ

チ

ェ

』

第
一
幕
：
奇
抜
な
発
想

シ

ー

ン

1

：

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

（

都

内

の

商

店

街

。

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

の

看

板

が

目

立

つ

。

看

板

に

は

「

お

も

し

ろ

た

い

焼

き

専

門

店

」

と

書

か

れ

て

い

る

。

）

ト

ム

（

陽

気

に

両

手

を

広

げ

る

）

：

「

グ

ッ

ド

モ

ー

ニ

ン

グ

、

た

い

焼

き

ラ

バ

ー

ズ

！

今

日

も

元

気

に

フ

ァ

ニ

ー

で

デ

リ

シ

ャ

ス

な

た

い

焼

き

を

お

届

け

す

る

よ

ぉ

ー

！

君

た

ち

の

常

識

を

ブ

チ

破

る

、

そ

ん

な

一

日

が

始

ま

る

ん

だ

！

」

魚

住

（

眉

を

ひ

そ

め

て

）

：

「

ま

た

変

な

こ

と

考

え

て

る

ん

で

す

ね…

。

な

ん

か

今

日

は

い

つ

も

よ

り

テ

ン

シ

ョ

ン

高

く

な

い

で

す

か

？

」

ト

ム

（

ウ

ィ

ン

ク

し

な

が

ら

）

：

「

イ

エ

ス

！

今

日

は

ね…

チ

ャ

プ

チ

ェ

た

い

焼

き

！

」



2

（

魚

住

、

手

を

止

め

る

。

数

秒

沈

黙

し

た

後

、

額

に

手

を

当

て

る

。

）

魚

住

：
「…

…

チ

ャ

プ

チ

ェ

？

た

い

焼

き

に

？

」

ト

ム

（

ド

ヤ

顔

で

腕

を

組

む

）

：

「

そ

う

！

な

ぜ

な

ら

ビ

ビ

ン

バ

は

あ

り

き

た

り

、

キ

ム

チ

も

普

通

、

だ

か

ら

こ

そ

チ

ャ

プ

チ

ェ

な

ん

だ

よ

！

春

雨

の

も

ち

も

ち

感

と

甘

辛

い

味

わ

い

、

野

菜

の

シ

ャ

キ

シ

ャ

キ

感

、

そ

れ

を

た

い

焼

き

の

香

ば

し

い

皮

で

包

み

込

む…

考

え

た

だ

け

で

ヨ

ダ

レ

が

出

る

で

し

ょ

？

」

魚

住

（

溜

息

）

：

「

お

客

さ

ん

、

そ

ん

な

に

食

べ

た

い

と

思

い

ま

す

か

ね…

？

」

ト

ム

（

自

信

満

々

に

）

：

「

食

べ

た

い

か

ど

う

か

？

違

う

違

う

、

食

べ

た

ら

衝

撃

を

受

け

る

ん

だ

よ

！

も

う

二

度

と

普

通

の

た

い

焼

き

に

は

戻

れ

な

い…

そ

ん

な

革

命

的

な

一

品

さ

！

」

（

ト

ム

、

派

手

に

ポ

ー

ズ

を

決

め

る

。

）
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魚

住
（

苦

笑

）

：
「…

…

そ

こ

ま

で

言

う

な

ら

、

試

作

し

ま

し

ょ

う

か

。

」

（

ト

ム

と

魚

住

、

試

作

に

取

り

掛

か

る

。

）

第
二
幕
：
チ
ャ
プ
チ
ェ
た
い
焼
き

爆
誕

シ

ー

ン

2

：

試

作

（

キ

ッ

チ

ン

。

ト

ム

が

フ

ラ

イ

パ

ン

で

チ

ャ

プ

チ

ェ

を

炒

め

て

い

る

。

魚

住

は

た

い

焼

き

の

生

地

を

準

備

中

。

）

ト

ム

（

鼻

を

ク

ン

ク

ン

さ

せ

な

が

ら

）

：

「

あ

ぁ…

こ

の

ゴ

マ

油

の

香

り

！

ニ

ン

ニ

ク

の

パ

ン

チ

！

タ

レ

が

絡

ん

だ

春

雨

が

、

ま

る

で

黄

金

の

糸

み

た

い

に

輝

い

て

る

！

」

魚

住

：

「

た

し

か

に

美

味

し

そ

う

で

す

け

ど…

た

い

焼

き

に

合

う

ん

で

し

ょ

う

か

？

」

（

ト

ム

、
チ

ャ

プ

チ

ェ

を

高

く

持

ち

上

げ

る

。
）
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ト

ム

：

「

合

う

に

決

ま

っ

て

る

！

こ

の

甘

辛

い

味

わ

い

、

ジ

ュ

ー

シ

ー

で

噛

む

た

び

に

染

み

出

す

旨

味…

こ

れ

が

カ

リ

ッ

と

焼

か

れ

た

た

い

焼

き

の

皮

と

融

合

し

た

ら

、

も

う…

！

」

（

た

い

焼

き

の

生

地

に

チ

ャ

プ

チ

ェ

を

た

っ

ぷ

り

詰

め

、

焼

く

。

店

内

に

甘

辛

い

香

り

が

充

満

す

る

。

）

魚

住

（

目

を

丸

く

す

る

）

：

「

う

わ…

想

像

以

上

に

い

い

匂

い…

！

」

（

た

い

焼

き

が

焼

き

上

が

る

。

二

人

で

一

口

試

食

。

）

魚

住

：

「…
…

え

、

美

味

し

い

？

！

」

ト

ム

（

ガ

ッ

ツ

ポ

ー

ズ

）

：

「

だ

ろ

！

？

」

（

ト

ム

、

拳

を

握

り

し

め

ガ

ッ

ツ

ポ

ー

ズ

。

）

ト

ム

：

「

じ

ゃ

あ

、

い

ざ

販

売

だ

！

」



5

第
三
幕
：
販
売
開
始
と
カ
オ
ス
な

客
た
ち

シ

ー

ン

3
：

最

初

の

お

客

さ

ん

（

店

の

前

。
『

新

作

！
チ

ャ

プ

チ

ェ

た

い

焼

き

！
』

と

書

か

れ

た

派

手

な

看

板

が

登

場

。

通

行

人

が

看

板

を

見

て

ざ

わ

め

く

。

）

通

行

人

A

：

「

チ

ャ

プ

チ

ェ…
た

い

焼

き…

？

何

そ

れ

？

」

通

行

人

B

：

「

お

い

し

い

の

か

な

？

」

（

最

初

に

や

っ

て

き

た

の

は

、

常

連

の

中

年

男

性

・
村

田

さ

ん

。

）

村

田

：

「

ト

ム

く

ん

、

今

日

の

新

作

は

？

」

ト

ム

：

「

チ

ャ

プ

チ

ェ

た

い

焼

き

だ

よ

！

」

（

村

田

、

目

を

丸

く

す

る

。

）
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村

田

：

「…
…

チ

ャ

プ

チ

ェ

っ

て

、

あ

の

春

雨

の

？

」

魚

住

：

「

は

い…

春

雨

の

、

あ

の

チ

ャ

プ

チ

ェ

で

す…

。

」

（

村

田

、

腕

を

組

み

し

ば

し

考

え

た

後

、

決

意

し

た

表

情

で

う

な

ず

く

。

）

村

田

：

「

よ

し

！

一

つ

も

ら

お

う

！

」

（

た

い

焼

き

を

受

け

取

り

、

一

口

か

じ

る

。

沈

黙

。

）

（

ト

ム

と

魚

住

、

固

唾

を

の

ん

で

見

守

る

。

）

（

村

田

、

目

を

閉

じ

る

。

）

村

田

：

「…
…

え

、

ウ

マ

ッ

！

！

！

こ

の

ジ

ュ

ー

シ

ー

な

春

雨

、

甘

辛

い

タ

レ

が

皮

に

染

み

込

ん

で…

サ

ク

サ

ク

の

生

地

が

ま

る

で

天

使

の

羽

み

た

い

に

軽

い

！

」

（

通

行

人

た

ち

が

ざ

わ

め

く

。

）
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通

行

人

C

：

「

え

っ

、

美

味

し

い

の

？

」

通

行

人
D

：

「

試

し

て

み

る

か…

。

」

（

次

々

と

注

文

が

入

り

、
列

が

で

き

始

め

る

。
）

第
四
幕
：
緊
急
事
態
と
驚
愕
の
救

援（

店

内

、

大

混

雑

。

注

文

が

止

ま

ら

な

い

。

）

魚

住

：

「

ト

ム

さ

ん

！

春

雨

が…

も

う

あ

り

ま

せ

ん

！

」

ト

ム

：

「W
H
A
T

！

？N
O
O
O
O
O
O
O

！

！

こ

の

ま

ま

だ

と…

お

客

さ

ん

が

暴

動

を

起

こ

す

！

」

（

村

田

が

ス

マ

ホ

を

取

り

出

し

、
謎

の

電

話

。
）

（

数

分

後

、

遠

く

か

ら

ヘ

リ

の

音

が

響

く

。

空

を

見

上

げ

る

と

、

一

機

の

ヘ

リ

が

こ

ち

ら

に

向

か

っ

て

く

る

！

）
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通

行

人

た

ち

：
「

え

え

え

！
？

」
「

何

事

だ

！
？

」

「

映

画

み

た

い

！

」

（

ヘ

リ

が

店

の

上

空

で

ホ

バ

リ

ン

グ

し

、

ロ

ー

プ

で

巨

大

な

春

雨

の

袋

が

降

ろ

さ

れ

る

。

村

田

が

華

麗

に

着

地

！

）

村

田

：

「

ト

ム

く

ん

、

補

給

完

了

だ

！

」

ト

ム

：

「

村

田

ァ

！

お

前

っ

て

や

つ

は

最

高

だ

ぜ

！

！

」

（

周

囲

の

客

た

ち

、

大

歓

声

。

）

（

ト

ム

、

春

雨

を

受

け

取

る

と

そ

の

場

で

チ

ャ

プ

チ

ェ

を

炒

め

始

め

る

。

）

ト

ム

：

「

み

ん

な

！

待

た

せ

た

ね

！

今

か

ら

奇

跡

の

チ

ャ

プ

チ

ェ

た

い

焼

き

を

焼

き

上

げ

る

よ

！3

分

で

提

供

す

る

！

さ

あ

、

ワ

ク

ワ

ク

し

な

が

ら

待

っ

て

て

く

れ

！

」
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（

店

の

前

で

お

客

た

ち

が

拍

手

し

な

が

ら

待

つ

。

）

第
五
幕
：
新
た
な
る
挑
戦

（

夕

日

を

眺

め

な

が

ら

た

い

焼

き

を

食

べ

る

ト

ム

と

魚

住

。

）

ト

ム

（

し

み

じ

み

）

：

「

今

日

は

す

ご

い

一

日

だ

っ

た

な

ぁ

。

ヘ

リ

ま

で

飛

ん

で

、

ま

る

で

ハ

リ

ウ

ッ

ド

映

画

み

た

い

だ

っ

た

。

」

魚

住

（

苦

笑

し

な

が

ら

）

：

「

ほ

ん

と

に

、

や

る

こ

と

が

い

ち

い

ち

大

げ

さ

す

ぎ

る

ん

で

す

よ…

。

」

ト

ム

（

真

剣

な

表

情

）

：

「

で

も

、

食

の

革

命

は

派

手

な

方

が

い

い

ん

だ

。
想

像

し

て

み

て

よ

、

次

は…

ビ

ビ

ン

バ

た

い

焼

き

な

ん

て

ど

う

だ

ろ

う

？

」

魚

住
（

呆

れ

な

が

ら

）
：
「

も

う

い

い

で

す

！
！
！
」
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（

ト

ム

、

び

く

っ

と

し

て

た

い

焼

き

を

落

と

し

そ

う

に

な

る

。

）

ト

ム
（

苦

笑

し

な

が

ら

）
：
「

で

も

さ

、
魚

住…

や

っ

ぱ

り

ビ

ビ

ン

バ

も

捨

て

が

た

い

ん

だ

よ

。

あ

の

ピ

リ

辛

の

牛

肉

と

と

ろ

け

る

温

泉

卵

を

た

い

焼

き

の

中

に…

」

魚

住
（

一

喝

）
：
「

や

め

て

く

だ

さ

い

！
！
！
」

（

ト

ム

、

ぎ

ょ

っ

と

し

て

た

い

焼

き

を

頬

張

る

。

）

（

ト

ム

と

魚

住

、

笑

い

な

が

ら

た

い

焼

き

を

食

べ

る

。

空

に

は

美

し

い

夕

日

。

）

（

幕

が

下

り

る

。

）

（

終

わ

り

）
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